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注意

タイヤを傷つけないためにも、バルブ周辺のビードは正しく挿入して
ください （図10)。

・ タイヤがバルブ周辺の両側に、正しく収まっていることを確認しま
す （図10)。

・ 片側のビードをリム内側の溝に、バルブの反対側から落とし込
みます （図7)。

・ 次にもう片方のビードをリムの溝に落とし込みます （図8)。バルブの
反対側から始め、リムに沿って一周すべてにその作業を行います （図9)。

A - TYRE
B - RIM
C - GROOVE
D - BEAD
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3  -  タイヤ

・ ブラシを使用し、タイヤ・ビードとリムの内側を石鹸水で濡らします （図11)。
• コンプレッサーを使用して、タイヤに表示されている気圧まで空気を入
れ、両方のビードをリムにはめ込みます (図12
空気を完全に抜きます （図13)。一周にわたって指で軽くタイヤを押さ
え、ビードが完全に収まっていることを確認します。 
タイヤが正しく装着されていないと、ビードがリムのビード座から外れてし
まいます。

警告!
チューブレス・レディー・タイヤを装着する場合は、必ず耐パンク・シーラ
ント剤を使用してください。損傷したタイヤは突然破裂し、事故や身体損
傷、死亡の原因になる場合があります。
決して、アルカリ性物質 (アンモニア - 水酸化ナトリウム) を含む耐パン
ク・シーラント剤を使用しないでください。
・ 決して、タイヤ製造元が推奨する最大空気圧を超えて空気を入れない
でください。そしていかなる場合でも、www.campagnolo.com のサ
ポート・エリアから閲覧できる “リム - タイヤ - 空気圧適合表” に指示
されている最大空気圧を超えないようにしてください。
・ 最大空気圧はタイヤの幅によって異なります。例えば 25 mm 幅の
クリンチャー・タイヤの最大空気圧は 7 barで、28 mm 幅の場合は 
6.3 barです。
・ タイヤに空気を入れすぎると路面のグリップを失い、予想外のパンク
の危険性が高まります。
・ タイヤの空気が少なすぎるとタイヤの性能が下がり、突然、予想外に
空気圧が低下する可能性が高まります。また、リムの疲労や損傷の発生
を早める可能性があります。
・ 正しい空気圧でタイヤに空気を入れないと、突然で予期しないタイヤ
の破損が起こったり、自転車を操縦できなくなり、事故や身体損傷、死亡
の原因になることがあります。
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警告!
・ 穴がある場合は、それがわずかなものであっても、即座にタイヤを交換してください。損傷したタイヤは突然破裂し、事故や身体損
傷、死亡の原因になる場合があります。
・ 決して、アルカリ物質 （アンモニア - 水酸化ナトリウム） を含むパンク防止剤 （シーラント剤） を使用しないでください。

空気漏れの確認方法
不規則にタイヤの空気が漏れる場合は、次の点を確認します：
- タイヤ・ビードの表面
- タイヤの外側の表面 （トレッドとサイド・ウオール)
- リムのビード座の表面。
- バルブ・エクステンション （D - 図15） が、リング （E - 図15） によって、リムにしっかりと固定されていることを確認します。
- バルブ （C - 図15） が、バルブ・エクステンション （D - 図15） にしっかりとねじ込まれていることを確認します。

3 . 3  -  パンクの修理方法
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3 . 3 . 1  -  タイヤ・チューブを使用する場合

注意
チューブのバルブがリムに適合していることを確認します。適合していない場合は、お近くの正規販売店に連絡し、適合したチューブについての正確な情報を入手してください。

- リム・テープは必要ありません。
・ タイヤの空気を抜きます。
• バルブのロックナット (E - 図15) を手で緩めて外し、インナー・チューブを取り外します。
• インナー・チューブを取り付ける手順については、“3.1 - クリンチャー・タイヤの取り付け” の章をご覧ください。

・ タイヤに表記されている空気圧まで、空気を入れます。
タイヤが全周にわたって通常の形をしていることを確認します。
・ 指でバルブのねじを締めます （C - 図14)。
・ バルブのリングを締めます （C - 図14) 。
・ バルブ・キャップを付けます （B - 図14)。



・ タイヤの空気を抜きます。

・ バルブの反対側の位置から、タイヤの片側を手で押し （図16)、ビードをリム内側の溝に落
とし込みながら、ビードをビード座から外します （図17)。

チューブレス・タイヤ製造元が出している取扱説明書をよく読み、従ってください。

・ ホイール全周にわたって、その作業を行います （図18)。
・ バルブの位置から、指でタイヤを引っ張り、リムから外します 
（図19)。
・ ホイール全周にわたって、その作業を行います。

1918

1716

3 . 3 . 2  -  チューブレス・タイヤの取り外し

警告!
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・ タイヤのもう片側にも、同じ作業を行います （図20、21)。

注意
片方のビードを完全に外してから、もう片方の作業を
行ってください。

・ タイヤを完全に取り外します （図22)。

・ タイヤとリムの状態が良好なことを確認します。
・ タイヤとリムの内部に汚れがないことを確認し、必要があれば布で汚れを取り除きます。
・ タイヤに適正空気圧で空気を入れます。ホイールごと水の入った容器に漬け、切り傷や刺し傷がないことを確認します。必要があれば、タイヤを交換します。
・ 空気漏れがバルブ周辺で起こる場合は、以下の点を確認します：
- そのバルブはスペアパーツ・カタログに掲載されており、スペアパーツ・カタログはウエッブサイト www.campagnolo.com でご覧いただくことができます。
- バルブがアダプターの上で正しくねじ込まれていること。
- バルブのリングがしっかりと締め込まれていること。空気漏れが止まらない場合は、バルブとリングを交換します
空気漏れがビードとリムのエッジの間で起きている場合は、タイヤを取り外し、切り傷やパンクがないことを確認した後、再度取り付けます。
これらの確認作業をすべて行っても、チューブレス・システムの気密性に問題があるときは、お近くのカンパニョーロ® 正規販売店にご相談ください。
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3 . 4  -  チューブレス・システム （チューブレス・リム+チューブレス・タイヤ） の気密性の確認
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